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一般会計	 36億0,600万円	 前年より	 4.7%減
特別会計	 23億8,120万円	 前年より	 1.3%減
（全体）	 59億8,720万円	 前年より	 3.3%減

　

平
成
22
年
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
９
日
か
ら
３
月

19
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　

今
回
は
、
議
案
26
件(

追
加
１
件
含
む)

、
同
意
１
件
、

意
見
書
１
件
、
発
議
１
件
、
そ
の
他
２
件
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、

決
定
さ
れ
た
。

　

一
般
質
問
は
、
３
月
９
日
に
１
人
の
議
員
が
行
っ
た
。

平
成
22
年
度
予
算

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り　

子
育
て
支
援
施
策　

緊
急
雇
用
対
策　

農
業
振
興
施
策　

等

対
前
年
２
億
６
９
６
万
３
千
円
減
（
３
・
３
％
）

の
縮
小
予
算
へ

　

重
点
施
策
の
概
要

　

審

議

内

容
１
、
保
健
・
福
祉
施
策

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

１
３
０
万
円

独
居
老
人
等
生
活
支
援
事
業

５
０
万
円

在
宅
高
齢
者
介
護
用
品
支

給
事
業
補
助
金２

８
０
万
円

グ
ル
ー
プ
ハ
ウ
ス
運
営
事
業

１
０
０
万
円

２
、
教
育
・
文
化
振
興
施
策

小
学
校
等
外
国
語
活
動
指

導
員
設
置
事
業２

９
６
万
円

中
学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業

３
４
５
万
円

青
少
年
支
援
活
動
活
性
化

補
助
金　
　

１
９
０
万
円

古
文
書
編
纂
事
業２１

６
万
円

町
登
録
文
化
財
保
存
事
業

２
６
万
円

３
、
子
育
て
支
援
施
策

子
育
て
支
援
事
業

４
千
４
８
５
万
円

妊
婦
健
康
審
査
事
業

６
０
０
万
円

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

３
０
万
円

４
、
せ
せ
ら
ぎ
遊
園
の
ま
ち

づ
く
り

む
ら
づ
く
り
活
動
補
助
金

９
０
０
万
円

町
勢
要
覧
作
成
事
業

３
７
０
万
円

５
、
農
業
・
産
業
及
び
観
光

振
興
施
策

ふ
る
さ
と
交
流
村
計
画
運

営
協
議
会
設
置
費４

１
万
円

農
業
生
産
者
指
導
支
援
員

設
置
費　
　

 

２
４
６
万
円

園
芸
作
物
振
興
補
助
金

７
２
１
万
円

特
産
品
開
発
育
成
事
業
補

助
金　
　
　
　

 

３
０
万
円

鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業

１
、４
２
４
万
円

地
域
経
済
緊
急
支
援
信
用

保
証
料
補
填
補
助
金

１
１
０
万
円

甲
良
三
大
偉
人
ゆ
か
り
の

地
を
訪
ね
て
事
業１８

９
万
円

平成22年度特別会計総括表
（単位：万円）

会 計 区 分 予算額 前年比較
国 民 健 康 保 険 8億9,905 1,564

老人保健医療事業 325 0

後期高齢者医療事業 5,020 △877

介 護 保 険 6億0,480 5,275

墓 地 公 園 事 業 661 386

住宅新築資金等貸付事業 5,081 △592

土地取得造成事業 400 △200

下 水 道 事 業 4億6,800 △4,592

水 道 事 業 2億9,447 △4,061

合　　　計 23億8,120 △3,097

　

議 

案
（
26
件
）

 

条
例
の
一
部
改
正

１
、
甲
良
町
公
営
住
宅
管
理

条
例

申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と

２
、
甲
良
町
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償

甲
良
町
改
良
住
宅
譲
渡
検

討
委
員　

日
額
５
、
５
０

０
円　

甲
良
町
地
域
住
宅

計
画
策
定
委
員　

日
額

５
、
５
０
０
円

３
、
甲
良
町
職
員
の
条
例

職
員
は
休
日
出
勤
し
た
場

合
は
代
休
を
有
す
る
事
が

出
来
る

４
、
給
与
に
関
す
る
条
例

５
、
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例

６
、
甲
良
町
の
課
設
置
条
例

主
監
制
度
を
廃
止
し
各
課

を
設
置
す
る

７
、
甲
良
町
介
護
保
険
条
例

８
、
甲
良
町
公
共
下
水
道
審

議
会
条
例

10
人
→
10
人
以
内
町
議
会

議
員
を
除
く

 

議  

決

９
、
甲
良
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
か
つ
ら
ぎ
」

の
指
定
管
理
者

鈴
木
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
（
株
）

10
、
甲
良
町
新
総
合
計
画

 

補
正
予
算

11
、
一
般
会
計

１
、
８
７
０
万
円

12
、
国
民
健
康
保
険
会
計

　

４
、
０
０
２
万
円

13
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

△
１
、
０
６
０
万
円

14
、
介
護
保
険
特
別
会
計

４
、
３
７
３
万
円

15
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
会
計　
　

３
７
万
円

 

【歳入】 （単位：万円）

款　　名 予算額 前年比較

町 税 8億3,895 △4,144

地 方 譲 与 税 3,940 △100

地方消費税交付金 6,000 △200

地 方 交 付 金 13億5,000 1,000

分担金及び負担金 3,358 △304

使用料及び手数料 2,830 134

国 庫 支 出 金 2億1,484 4,008

県 支 出 金 2億3,817 △9,440

繰 入 金 1億2,196 △1億3,523

繰 越 金 4,000 0

諸 収 入 1億1,487 2

町 債 4億7,850 5,320

そ の 他 4,743 △353

合　　　計 36億0,600 △1億7,600

平 成 2 2 年 度 一 般 会 計 予 算
【歳出】 （単位：万円）

款　　名 予算額 前年比較

議 会 費 5,799 △436

総 務 費 4億7,813 △2,248

民 生 費 11億1,457 △3億8,323

衛 生 費 2億9,760 △210

労 働 費 74 △4,405

農 林 水 産 業 費 1億2,920 △3,724

商 工 費 3,431 221

土 木 費 1億6,556 8,693

消 防 費 2億6,997 1億5,269

教 育 費 4億0,406 1,732

公 債 費 4億6,587 2,139

諸 支 出 金 1億8,449 3,692

そ の 他 351 0

合　　　計 36億0,600 △1億7,600

火
災
報
知
器
サ
ン
プ
ル
例

６
、
環
境
施
策

太
陽
光
発
電
の
調
査
費

１
０
０
万
円

７
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ

く
り

町
防
災
行
政
無
線
の
更
新

　

１
億
５
千
万
円

防
火
水
槽
設
置
事
業

８
３
９
万
円

住
宅
火
災
報
知
機
設
置
補
助

１
、
０
５
９
万
円 園芸補助の一例鳥獣害防止柵

８
、
雇
用
対
策

緊
急
雇
用
創
出
事
業

１
、２
８
５
万
円

９
、
そ
の
他
公
共
事
業

地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付

金
事
業

５
、８
６
６
万
円

運
動
公
園
ト
イ
レ
障
害
者

対
策
整
備
事
業

１
、６
３
０
万
円

町
道
新
設
事
業８

２
０
万
円
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
報
告

核兵器の廃絶と世界恒久平和を求める意見書

　ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガサキ、ノーモア・ヒバクシャ。
この訴えは、核兵器廃絶と世界恒久平和を願う私たち被爆国民の心から
の叫びである。
　しかし、核兵器は未だ世界に約２万数千発も存在し、核兵器の脅威
から、今なお人類は解放されていない。２０００年の核拡散防止条
約（ＮＰＴ）再検討会議では、全面的な核兵器廃絶を約束したはずが、
２００５年の同会議では実質合意ができず、核軍縮はもとより核拡散体
制そのものが危機的状況に直面している。米国、ロシア、英国、フラン
ス、中国の核保有国 � カ国に加え、ＮＰＴ未加盟のインド、パキスタン
は核兵器を保有し、さらに事実上の保有国であるイスラエル、核兵器開
発に繋がるウランを濃縮拡大するイラン、核実験を強行し、世界的に脅
威を及ぼしている北朝鮮の動向などは核不拡散体制を大きく揺るがして
いる。
　よって、国および政府においては、核兵器の廃絶と世界恒久平和実現
のため、被爆６５周年を迎える２０１０年に開かれる核拡散防止条約（Ｎ
ＰＴ）再検討会議に向けて、実効ある核兵器廃絶の合意がなされるべく
核軍縮・不拡散外交に強力に取り組まれることを要請する。

記

１．国是である非核三原則を堅持するとともに、平和市長会議が提
唱する２０２０年までに核兵器の廃絶を目指す「２０２０ビジョ
ン」を支持し、その実現に向けて取り組むこと。

２．核拡散防止条約（ＮＰＴ）の遵守および加盟促進に全力で取り
組むこと。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。

平成２２年３月９日

滋賀県甲良町議会議長　山 田 壽 一　

衆 議 院 議 長　様
参 議 院 議 長　様
内 閣 総 理 大 臣　様
総 務 大 臣　様
外 務 大 臣　様

建部孝夫委員長

一
般
会
計
予
算

【
歳
入
の
部
】

　
　

法
人
税
が
大
幅
な
落
込

み
と
な
っ
て
い
る
が
、
算
定

根
拠
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

均
等
割
で
約
２
、
０
０

０
万
円
の
減
と
決
算
状
況
に

よ
り
算
定
し
て
い
る
。
地
域

経
済
緊
急
支
援
信
用
保
証
料

補
填
補
助
や
町
長
の
企
業
訪

問
等
に
よ
り
努
力
し
て
い

る
。

　
　

地
方
交
付
税
の
算
定
根

拠
は
。

　
　

１
、
０
０
０
万
円
の
増

を
見
込
み
、
実
質
的
な
交
付

税
の
臨
時
財
政
特
例
債
で
対

前
年
１
億
１
、
８
８
０
万
円

増
を
見
込
ん
だ
。

【
歳
出
の
部
】

　
　

む
ら
づ
く
り
活
動
補
助

金
の
指
導
、
取
組
み
状
況
は
。

　
　

平
成
��
年
度
ま
で
の

３
年
計
画
の
策
定
で
あ
り
達

成
率
を
出
し
な
が
ら
変
更
等

も
認
め
柔
軟
に
対
応
し
て
い

る
。

　
　

グ
ル
ー
プ
ハ
ウ
ス
の
入

所
希
望
者
数
や
審
査
会
は
。

　
　

１
名
申
込
み
済
み
、
１

名
検
討
中
、
３
名
か
ら
問
合

せ
が
あ
る
。
一
泊
し
て
い
た

だ
き
審
査
す
る
予
定
。

　
　

各
支
援
事
業
の
活
用
は

可
能
か
。

　
　

外
出
支
援
や
配
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
支
援
事
業
も
活
用

で
き
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
交
流
む
ら
の

計
画
予
定
は
。

　
　

平
成
��
年
度
は
、
新
運

営
協
議
会
を
立
ち
上
げ
販
売

を
十
分
考
慮
し
組
織
づ
く
り

を
行
う
。

　
　

住
宅
用
火
災
報
知
器
購

入
の
補
助
内
容
は
。

　
　

既
存
住
宅
に
も
火
災

報
知
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
る
た
め
各
家
庭
２
個

ま
で
の
�0
％
補
助
を
２
、
０

０
０
世
帯
分
予
算
計
上
。

　
　

町
防
災
行
政
無
線
更

新
業
務
の
委
託
内
容
は
。

　
　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
整
備
と
併
せ
て
ア
ナ

ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
の

更
新
を
行
う
。

　
　

外
国
語
活
動
指
導
員

の
活
動
内
容
は
。

　
　

多
賀
町
在
住
の
ア
メ

リ
カ
育
ち
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
方
で
小
学
校
、
保
・
幼

で
英
語
の
指
導
を
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

　
　

国
民
健
康
保
険
税
条
例

第
24
条
の
減
免
条
項
の
特
別

な
事
情
の
取
扱
い
は
。

　
　

リ
ス
ト
ラ
等
の
対
応
は

地
方
税
法
の
改
正
法
の
公
布

後
、
所
得
の
�0
％
に
軽
減
後

算
定
す
る
額
で
対
応
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
予
算

特
に
意
見
は
な
か
っ
た
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
予
算

　
　

保
険
料
改
定
の
予
定
額

は
。

　
　

均
等
割
は
４
７
０
円

増
、
所
得
割
は
０
・
��
％
増

を
予
定
。（

賛
成
多
数
で
可
決
）

意見書の要旨

 
新
年
度
予
算

16
、
一
般
会
計

17
、
国
民
健
康
保
険

18
、
老
人
保
険
医
療
事
業

19
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

20
、
介
護
保
険

21
、
墓
地
公
園
事
業

22
、
住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業

23
、
土
地
取
得
造
成
事
業

24
、
下
水
道
事
業

25
、
水
道
事
業

 

追
加
議
案

26
、
隣
保
館
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

呉
竹
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

の
名
称
を
「
は
ば
た
き
の

館
」
と
す
る
。

　

同 

意

甲
良
町
教
育
委
員
任
命

長
寺　

尾
崎
隆
昭（
再
任
）

　

意
見
書

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久

平
和
を
求
め
る

（
全
員
賛
成
）

発 
議

甲
良
町
公
共
工
事
の
入
札
に

か
か
わ
る
官
製
談
合
疑
惑
等

の
調
査
に
関
す
る
決
議

（
全
員
賛
成
）

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
　

介
護
従
事
者
処
遇
改
善

臨
時
特
例
基
金
繰
入
金
の
運

用
方
法
は
。

　
　

平
成
�0
年
度
に
４
４
４

万
円
交
付
さ
れ
基
金
積
立
し

給
付
費
に
上
乗
せ
し
て
３
年

で
運
用
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

墓
地
公
園
事
業
特
別
会

計
予
算

　
　

墓
地
管
理
料
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と

が
必
要
で
は
。

　
　

広
く
町
民
等
に
周
知
し

て
い
く
。（

賛
成
多
数
で
可
決
）

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
特
別
会
計
予
算

　
　

一
般
会
計
繰
入
金
の
償

還
分
は
平
成
25
年
か
ら
返
済

で
き
る
予
定
と
の
報
告
だ
が

見
通
し
は
。

　
　

昨
今
の
経
済
情
勢
か
ら

貸
付
金
元
利
収
入
の
収
納
率

も
下
が
っ
て
お
り
難
し
い
と

考
え
る
。（

賛
成
多
数
で
可
決
）

土
地
取
得
造
成
事
業
特

別
会
計
予
算

　
　

土
地
は
一
般
財
産
で
あ

り
総
務
課
で
管
理
す
べ
き
で

は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
経
過
も
あ

り
残
地
検
討
委
員
会
な
ど
各

字
で
進
め
て
い
た
だ
け
る
と

考
え
る
。（

賛
成
多
数
で
可
決
）

下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

　
　

水
洗
化
率
は
県
最
下
位

と
の
こ
と
だ
が
。

　
　

法
的
に
は
３
年
以
内
に

接
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に

よ
り
加
入
推
進
を
図
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

水
道
事
業
会
計
予
算

　
　

小
水
力
発
電
実
証
は
上

水
道
の
ど
こ
で
行
う
の
か
。

　
　

正
楽
寺
配
水
地
か
ら
配

水
し
北
落
と
池
寺
の
減
圧
弁

の
所
で
モ
ー
タ
ー
を
設
置
し

実
証
実
験
を
行
う
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

授業風景

墓地公園の現状
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西澤伸明 議員
　
　

下
之
郷
に
で
き
た
福

祉
施
設
の
談
合
疑
惑
に
関

し
、
調
査
委
員
会
の
設
置

の
進
行
状
況
は
。

　
　

総
務
主
監

　

現
在
、
調
査
委
員
会
に

つ
い
て
は
検
討
中
。
入
札

か
ら
８
カ
月
た
っ
た
今
も

談
合
疑
惑
の
質
問
が
続
い

て
お
り
、
町
長
に
調
査
委

員
会
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

　
　

こ
の
談
合
問
題
を
客

観
的
な
第
三
者
の
委
員
会

で
き
っ
ち
り
と
論
議
す
る

こ
と
が
大
事
。
い
つ
ま
で

に
設
置
す
る
の
か
。

　
　

町
長

　

議
員
時
代
の
経
緯
も
あ

る
が
、
行
政
と
し
て
も
早

期
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
、
今
内
部

協
議
を
少
し
ず
つ
し
て
い

る
段
階
で
あ
る
。

　
　

前
町
長
へ
の
謝
罪
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
の
確
認

を
し
て
い
な
い
ま
ま
虚
偽

の
答
弁
を
し
た
こ
と
で
間

違
い
な
い
か
。

　
　

総
務
主
監

　

1�
月
1�
日
の
金
澤
議
員

の
一
般
質
問
に
答
弁
し
、

１
月
�0
日
に
も
補
足
説
明

を
し
た
。
一
連
の
流
れ

の
中
で
謝
罪
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
認
識
を
し
て
い
た

が
、
再
度
前
町
長
に
確
認

し
た
ら
、
談
合
情
報
に
関

し
て
の
謝
罪
は
な
か
っ
た

の
で
、昨
日
お
わ
び
し
た
。

改
め
て
こ
の
場
所
で
も
お

わ
び
し
ま
す
。

　

８
カ
月
た
っ
た
今
も
、

あ
る
人
物
の
行
動
も
あ

り
、
疑
惑
が
持
た
れ
て
い

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

１
月
20
日
の
主
監
の

コ
メ
ン
ト
は
「
・
・
・
通

報
者
が
前
町
長
に
謝
罪
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
前

町
長
か
ら
聞
い
て
い
た
の

で･･･

」
と
な
っ
て
お
り
、

「
謝
罪
が
あ
っ
た
」と
言
っ

て
い
た
の
は
、
誰
か
ら
ど

の
よ
う
な
状
態
で
聞
い
た

の
か
。
虚
偽
の
答
弁
を

し
た
責
任
は
ど
の
よ
う
に

思
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

総
務
主
監

　

一
連
の
流
れ
を
申
し
上

げ
た
の
で
、
あ
と
は
調
査

委
員
会
な
ど
で
明
ら
か
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

落
札
業
者
と
す
ぐ
下

の
失
格
業
者
、
差
額
14
万

の
間
に
最
低
制
限
価
格
は

設
定
さ
れ
て
い
る
と
通
常

考
え
ら
れ
る
。入
札
後
も
、

こ
れ
は
非
公
開
だ
と
答
弁

し
て
い
る
。

　

浜
野
工
務
店
が
落
札
し

た
価
格
か
ら
逆
算
す
る

と
、
公
表
さ
れ
た
予
定
価

格
に
あ
る
金
額
を
プ
ラ
ス

し
て
、
そ
の
価
格
に
85
％

を
掛
け
る
と
落
札
額
に

ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。
あ

る
額
と
は
40
万
。
こ
の
情

報
が
町
の
ト
ッ
プ
か
ら
浜

野
工
務
店
側
に
伝
わ
っ
た

と
疑
い
が
さ
ら
に
強
ま

る
。
落
札
額
と
最
低
制
限

価
格
が
一
致
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
い
を
持

つ
が
ど
う
か
。

　
　

総
務
主
監

　

中
央
公
共
工
事
契
約
制

度
運
用
連
絡
協
議
会
の

モ
デ
ル
に
従
い
、
平
成

�1
年
５
月
か
ら
の
入
札
以

降
に
つ
い
て
の
最
低
制
限

価
格
の
算
式
を
定
め
、
今

回
も
設
計
価
格
か
ら
積
算

し
て
定
め
た
も
の
。
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
最
低
制

限
価
格
と
落
札
価
格
は
一

致
す
る
。

　
　

最
低
制
限
価
格
は
非

公
開
で
、
前
町
長
と
入

札
の
最
高
責
任
者
で
あ

る
主
監
の
機
密
の
情
報
の

は
ず
。
そ
れ
が
本
命
業
者

に
漏
ら
し
た
疑
い
が
さ
ら

に
強
ま
っ
た
。
前
町
長
と

主
監
を
含
む
４
人
が
か
か

わ
っ
た
と
い
う
録
音
を
聞

い
た
が
、
最
低
制
限
価
格

は
あ
な
た
の
一
存
で
決
め

ら
れ
る
の
か
。

　
　

総
務
主
監

　

今
言
い
ま
し
た
、
甲
良

町
の
最
低
制
限
価
格
は
基

準
に
よ
る
も
の
。

　

今
、
突
き
つ
け
ら
れ
て

い
る
課
題
は
、
行
政
と
し

て
も
議
員
と
し
て
も
非
常

に
重
い
と
思
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

の
拡
充
で
子
育
て
支
援

を
。

▼
長
寺
セ
ン
タ
ー
長
が
管
理

す
る
会
計
の
使
途
不
明

金
問
題
を
は
っ
き
り
さ
せ

て
厳
正
な
処
分
が
必
要
で

は
。

▼
改
良
住
宅
の
払
下
げ
促
進

で
地
域
住
民
の
自
立
を
。

▼
今
ま
で
の
公
共
事
業
の
総

括
と
反
省
を
ふ
ま
え
て
、

「
公
契
約
条
例
」
制
定
を
。

・
・
・「
通
報
者
が
前
町
長
に
謝
罪
」
は
ウ
ソ
、

落
札
額
と
最
低
制
限
価
格
が
一
致
・
・
・

官
製
談
合
疑
惑
の
解
明
が
必
要

濱野圭市委員長

甲
良
町
課
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

現
行
の
「
主
監
制
」

「
グ
ル
ー
プ
制
」
の
そ
ぐ

わ
な
か
っ
た
点
、弱
点
は
。

　
　

政
策
立
案
等
は
主
監

の
業
務
と
し
、
縦
型
か
ら

横
型
体
制
に
変
更
し
た
が

住
民
の
方
に
は
わ
か
り
に

く
か
っ
た
。

　
　

町
長
の
考
え
は
。

　
　

主
監
制
を
見
て
き
て

本
来
の
課
長
職
の
仕
事
が

出
来
て
い
な
か
っ
た
。
主

監
制
を
廃
止
し
課
長
職
で

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

副
町
長
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　
　

将
来
的
に
必
要
と
考

え
る
。

　
　

保
健
福
祉
課
は
予
算

的
に
も
30
％
あ
る
課
の
分

割
等
の
考
え
は
。

　
　

確
か
に
ウ
エ
イ
ト
が

大
き
い
。
建
設
課
と
水
道

課
と
の
統
合
で
あ
る
と
か

管
理
職
の
減
な
ど
動
向
を

見
な
が
ら
課
の
再
編
を
考

え
た
い
。

　
　

課
の
分
掌
事
務
で
新

設
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が

実
質
的
な
新
設
で
は
な

く
、
現
在
行
っ
て
い
る
分

掌
事
務
を
明
記
し
た
と
考

え
て
よ
い
か
。

　
　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

庶
務
規
則
で
細
か
く
明
記

し
て
い
る
が
重
要
な
点
を

条
例
に
明
記
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

議会  議会事務局 ……………… 庶務係　　議事係　
 会計管理者 会計室 …………………… 出納係
  総務課 …………………… 総務係　　行政係　　財政係　　地域安全係
  （選挙管理委員会）
  企画監理課 ……………… 企画調整係　　広報係　　監理係
  税務課 …………………… 住民税係　　資産税係　　諸税庶務係
   収納促進係
  （固定資産評価委員会）
  住民課 …………………… 住民係　　保険年金係　　生活環境係
町長 （副町長） 保健福祉課 ……………… 保険係　　福祉係（ライフサポートセンター）
   介護支援係
  産業課 …………………… 農政係　　農村整備係　　商工労働係
   観光振興係
  （農業委員会）
  建設課 …………………… 土木建築係　　都市計画係　　管理庶務係
  水道課 …………………… 上水道係　　下水道係　　庶務会計係
  人権課 …………………… 人権政策係　　住宅管理係　　事業徴収係
  長寺地域総合センター … 地域活動係　　保健福祉係　　教育文化係
   就労対策係   
  呉竹地域総合センター … 地域活動係　　保健福祉係　　教育文化係
   就労対策係
  教育総務課 ……………… 教育総務係　　東保育センター　
   西保育センター　　子育て支援センター
教育長 教育次長 学校教育課 ……………… 学校教育係　　学校給食センター
  社会教育課 ……………… 生涯学習係　　人権教育係　　図書館

平成 22 年度  甲良町行政機構図

総
務
民
生
常
任
委
員
会
報
告
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桜
の
花
も
散
り
、
新
入
生
の
み
な
さ
ん
も
新
社
会
人
に

な
っ
た
人
も
約
一
ヶ
月
近
く
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
慣
れ

な
い
環
境
の
中
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
な
こ
と
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
で
新
た
な
出
会
い
も
あ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。春
と
い
う
季
節
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

そ
し
て
、
新
た
な
出
会
い
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
新
し

い
生
活
で
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
５
月
８
日
に
は
、
在
士
八
幡
神
社
一
帯
で
「
高
虎

サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
藤
堂
高
虎
に
つ
い
て
知
ら

な
い
子
ど
も
た
ち
に
高
虎
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
よ
い
機

会
な
の
で
、
ぜ
ひ
甲
良
町
在
士
の
八
幡
神
社
へ
来
て
く
だ
さ

い
。
当
日
は
甲
良
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
と
ら
に
ゃ
ん
」
や

高
虎
公
ゆ
か
り
の
地
か
ら
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
が
大

集
合
し
ま
す
。
ま
た
、
物
産
展
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
来
て
く
だ
さ
い
。（

丸
山 

恵
二
）

 2月
 2日 広報特別委員会
 5日 全員協議会・第１回臨時議会
 9日 大滝山林組合臨時会
 18日 新総合計画審議会
 21日 新総合計画を考えるまちづくりセミナー
 22日 彦根市・犬上郡営林組合定例会
 23日 例月出納検査・定期監査
 24日 彦根犬上広域行政組合定例会
  水道運営委員会・下水道審議会
 25日 定住自立圏管内全議員研修会
 26日 大滝山林組合定例会
  議員公務災害組合定例会・町村議長会理事会
  人権擁護審議会
 27日 福祉夢空間施設竣工式

 3月
 1日 議会運営委員会
  湖東広域衛生管理組合定例会
 2日 学校給食運営委員会
　3日  国保運営委員会・介護保険運営協議会
 7日 犬上川クリーン作戦
 8日 全員協議会
 9日 定例会（一般質問）開会
 11日 予算・決算常任委員会

 12日 予算・決算常任委員会
 13日 中学校卒業式
 15日 総務民生常任委員会
 19日 東西小学校卒業式
  全員協議会・定例会（閉会）
  広報特別委員会
 23日 例月出納検査・定期監査
 25日 東西保育センター卒園式
 26日 定住自立圏構想推進セミナーin彦根
  議長杯町ゲートボール大会
 29日 滋賀県町村議会議長会理事会

 4月
 1日 教職員着任式
 5日 東西保育センター入園式
  広報特別委員会
 8日 東西小学校、中学校入学式
 9日 春の交通安全運動啓発
  官製談合疑惑調査特別委員会打合せ会
 15日 第2回臨時会
  広報特別委員会
 20日 広報特別委員会
 23日 例月出納検査・定期監査
 27日 第2回官製談合疑惑調査特別委員会
 30日 犬上郡町村議会議長会総会

6月定例会は6月8日（火）開会の予定です。

子育て支援センター開設から４年、
この度皆様のおかげで新施設「ほっと館」が完成し、
毎日多くの方にご利用いただいています。

　「子どもは未来」と言われるように、地域の宝であり、元気の源でもあります。甲良町の全ての子どもたちが明るく
健やかに育つことができるように、職員一丸となってこれまで以上に頑張りたいと思います。
どうぞ、よろしくお願いいたします。

子どもは未来

議会日誌

　
「
議
会
だ
よ
り
」
新
メ
ン
バ
ー
で
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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